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修士論文要旨
序章
本稿は九州の福岡県福岡市中央区にある、福岡
1hhoo！JAPANドームをホームタウンとして活動する、プ
ロ野球福岡ソフトバンクホークスにおける私設応援の文
化事例について研究したものである。
スポーツの中には、数多くの役割が存在していると言え
るだろう。その役割を大きく分けてみると、パーティシパ
ントスポーツ（participantrsport）とスペクティタースポ
ーツ（spectator－SPOrt）とに分けられるのだ。特にスペク
ティタースポーツは、自分自身の勝手な好みや判断で、楽
しもうとする対象のチームや選手を選択することができる
ことを魅力であり多くの人々がこのような形でスポーツと
向き合えていると言えるだろう。中でもプロ野球では「私
設応援団」と「フアン」の二つの異なる要素が重なり合っ
てチームや選手は励まされ支持されているのだ。
その私設応援団を構造機能の発想をもとに彼らの役割を
他の諸要素との関係性を論じ、特有の集団的応援行動を文
化表現の視点から論じた。
第1章
私設応援団は、ある特定の団体主にスポーツチームに
対して、チームを運営する企業や協会等とは別に、営利目
的とは関係なくチームの試合には毎回のごとく駆けつけて
元気付けとなるような声援を送るなどの応援行為をする
人々が集結した一般市民の団体である。
その原型は学生の「応援団」である。早稲田大学の野球
部の学生がアメリカ遠征へ行った際に、野球の技術と一緒
に応援の方法も日本へと持ち込んだことによって応援団が
形成され始めた。その後、企業野球チームなどの誕生によ
り、応援活動も学生‾の応援団よりも華やかさを増していっ
た。
プロ野球が誕生すると同時に「私設応援団」の存在も
確認されるようになる。しかし、私設応援団の度重なる悪
質な行為に終止符を打つため2006年にプロ野球の12球団
が統一して「特別応援許可規定」が起案した。主に、悪徳
行為を球場から追い出すのを狙いとした、私設応援団の一
斉規制がなされたのだ。
第2章
私設応援団の集団的行動の特徴は、同じチームを応援
する一般の観客や対戦する相手チームの私設応援団や一般
の観客などとは異なる行動である。この行動によって、精
神的にも身体的にも自他と区別されている。応援団の集団
的応援行動であるパフォーマンスを行うことや、集団で固
まり声援を送るということだけでも、彼らにとっては自身
の存在証明であり自己啓示とも言えるだろう。
私設応援団の役割は「リード」「旗振り」「トランペット」
「太鼓」等に分担することで組織の機能を合理化へと導い
ているのだろ。また、一般観客と一緒になってユニークな
コールやダンスを行い一回性の応援空間を作り出している。
第3章
試合の開催に対しては、これらの他にもさまざまな役割
が布直す＿る。その役割が嘩能して試合の開催で可能と尊卑9＿
私設応援団にとっての役割は、チームや選手を励まし応
えて続けることこそが最大の任務であり、常識ある応援団
がとるべき行動であるのだ。私設応援団と選手とは、応援
団が熱心にエールを送ることで、選手が最高のパフォーマ
ンスで応える。この「giveandtake」の関係をより円滑に
させ試合を盛り上げることこそが、私設応援団の役割であ
り、彼らはその実現に価値を見出していると考えている。
しかし私設応援団は、球場の何百人もの観客を応援でコ
ントロールすることで球、場という非日常空間を利用して
現実の社会ではあまり体験することのできない、支配や統
一などの精神的な満足を得る。この心身の充実もモチベー
ションの一つとしてチームや選手のために応援活動を行っ
ていると言えるだろう。
終章
1876年に初めてアメリカから日本へと伝えられた野球
は、早稲田大学の学生らによって「応援」という新しいス
ポーツの文化も築いた。そして見ている人々も競技に楽し
むという大衆スポーツとして確立していた。
私設応援団は野球を通して、試合中に求められる役割を
果たすことで、支配や統率といった別の快感が満たされる。
そして興奮を経験することが、応援に対するモチベーショ
ンとなり私設応援団という集団を形成させた。
しかし私設応援団は一つの文化として認められていたの
だが、野球に対す人々の受け取り方が単にスポーツとして
求めなくなった。球場が癒しや非日常空間として扱われる
ようになることは、応援団の役割も試合運営者側に奪われ
ていった。
これにより、彼らの活動範囲が限られることで私設応援
団にとっての集団的応援行動や精神的な満足も不完全なも
のとなっていると言える。同時に、彼らの必要性が危ぶま
れていると言えるだろう。
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